
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

○平成25年度は、過疎・山村・豪雪地域の地域間格差を是正し公平性を保つ観点から、現在実施中事業の進捗を図る。

　平成26年度（以降）は、現在実施中事業の完成を目指すとともに、新規の事業箇所に着手する。

　なお、今後もコスト縮減などを常に検討しより効率的・効果的な整備の促進と早期の事業効果発現に努める。

目標に対

する成果

の状況

○平成24年度整備目標と同程度に整備が進んでおり、事業の成果を達成できている。

 概算事業費（B（A）+C） 681,828 797,740 653,918 972,292

－ － －

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

3.50 3.50 3.50 3.50

－

681,828 797,740 653,918

Aの

財源

546,601 567,473 514,119 542,824

485,000 454,000 380,000 382,000

76,163 66,063 47,251 47,468

予

算

額

前年度繰越 231,959 425,936 289,796

当初予算 645,000

補正予算 230,805 0 -11,616

1,087,536 941,370

0

661,600 663,190 684,840

287,452

合計（A) 1,107,764 972,292

129.7km

項目

整備延長

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

市町村基幹道路整備 直接 整備７箇所 663,190 653,918 684,840

663,190 653,918 684,840

E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 過疎地域自立促進特別措置法、山村振興法、豪雪地帯対策特別措置法

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業番号 10 03 10 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 市町村基幹道路整備費市町村基幹道路整備費市町村基幹道路整備費市町村基幹道路整備費
担

当

課

部局 建設部

　　　２　暮らしを支える道路網の整備 実施期間 S46 ～

課・室 道路管理課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

合計

○平成24年度末の目標整備延長L=130.5kmを目標に整備を行う。

○長野県過疎地域自立促進計画における計画路線の事業延長を年度別に換算し、過去からの整備延長と合算し目標整備延長を設

定。

○過疎・山村地域の産業基盤と生活環境の向上、豪雪地域の冬期交通の確保等を目的とした、基幹的な市町村道の整備を県が代行し

て行い、周辺市町村を含む広域的な範囲での地域振興に寄与し、過疎・山村・豪雪地域の地域格差の是正、公平性の確保を図る。

○過疎・山村・豪雪地域では、生活基盤である市町村道の整備が遅れており、車のすれ違いが困難な区間や落石の危険がある箇所が多

く残されている。

○救急医療や地域間交流のため、これら道路の整備が必要となっている。

成果目標の達成状況

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

131.5km130.5km 130.5km 達成


